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１．はじめに

平成２０年の中央教育審議会の答申における小学校理科の改善の基本方針で

は，「観察・実験の結果を整理し考察する学習活動」や「探求的な学習活動の

充実」など，論理的な思考力を「実感を伴って」養うよう求めている。そのた

め，小学校教員を養成する機関における理科教育の現場では，実験・観察を取

り入れた実践的な実技中心の講義を展開しつつあるが（例えば石井ほ

か，２０１０），石井（２００７）が指摘するように，小学校教員養成課程において全

ての教科に対して十分に内容を深める時間的余裕は少ない。特に本学科（西南

学院大学（S.G.U）児童教育学科）は文系出身の学生が多いと考えられ，理科

に対して苦手意識を持っている可能性が高い。このような学生に理科の内容に

対する問題解決能力を持たせることも重要であるが，苦手意識をひきずったま

ま教育現場へ送り込んでしまう危険性がある。実際に，小学校教員の中には理

科に対して苦手意識を持つものが多く，その約６割が理科の授業を苦手として

いることが報告されている（科学技術振興機構，２００６）。このような状況の中
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で西南学院大学人間科学部児童教育学科では，小学校免許必修科目「理科教育

研究」の気象分野の講義において，実験・観察中心の実践的な講義を展開して

おり，小学校教員養成の限られた期間の中で，理科に対して親しみを持って指

導できる教員輩出を目指している。

この気象分野の授業は，小学校第３学年の「太陽と地面の様子」，第４学年

の「天気の様子」及び第五学年の「天気の変化」の単元を包括する内容である

が，２講時という時間的な制約から指導内容やその方法についての講義は最小

限にとどめ，主として上記単元で用いる観測器具の使用方法の指導と，理科の

教科としての目標である自然の実感を伴った科学的な見方や考え方を，気象観

測の実践を通して養うことを目標に授業を展開している。本稿では，このよう

な実践活動の中で受講者が作成した本学構内の気象分布図を手がかりに，科学

的な思考力や探究心を育成に寄与しているかという課題を考察するとともに，

アンケート調査によって受講者が「理科」に対してどのような意識を持ってい

るか，及び気象分野の授業の講義内容が受講者にどのように捉えられているの

かを，明らかにする。このような取り組みは，今後の気象分野の授業を改善し

ていく有効な手段となりうる。

２．授業の方法とアンケート調査

２．１．気象分野の授業方法と気象観測の意義

２０１２年度の理科教育研究の受講者は８１人で，これを３クラス（月，火，木

曜日）に分け，分野によって担当教員を分担して授業を行った。この中で，地

学気象分野に関しては２講時授業を実施した。この気象分野における授業の概

要は以下の通りである。

１講時目は気象に関する単元をどの学年でどう取り扱うかを簡単に説明し，

次いで気象観測方法の説明と，観測器具（簡易風力計付きの風向計とアスマン

乾湿計，写真１，２）の具体的な使用方法について解説し，これらを用いて本

校構内（図１の赤枠の範囲）の気象観測（移動観測，１４地点）を２人１組で

行わせた。観測終了後は理科実験室にて補正気温を計算させた。２講時目は校

舎配置図（図１）に風向と風力を矢印で記入させ，次いで補正気温を用いて気
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温分布図を描くことによって，構内の小気候環境を表す主題図を完成させた

（例として図２）。この気温分布図は補正気温を内挿し等値線を引く方法で描画

させた。最後に，完成した図から本校構内における気象の特徴を「結果」とし

て列挙させ，さらになぜそのような特徴を呈するかを「考察」として自由に考

えさせた。これら「結果」と「考察」は，自由記述の「感想」と合わせて校舎

配置図の余白か裏面に記入することを求めた。

以上の「実験観察～まとめる～考察する」という一連の活動は，平成２０年

１月の中央教育審議会の答申において言及された理科の改善の基本方針におけ

る，「科学的な思考力・表現力の育成を図る観点から，学年や発達の段階，指

導内容に応じて，例えば，観察・実験の結果を整理し考察する学習活動，科学

的な概念を使用して考えたり説明したりする学習活動，探究的な学習活動を充

実する」を達成できる小学校教員の養成に対して有意義な教育実践であると考

える。

２．２．アンケート調査の方法

受講者の理科教育研究気象分野の授業に対する意識を調査する目的で，無記

名式の調査用紙を用いてアンケート調査を行った。その内容は，受講者の理科

に対する意識や，気象の講義への評価や難易度の適切さ，気象分野に対する意

識の変化などを質問した（表１）。調査は５段階の選択式と自由記述式で実施

した。選択式に関しては非常に肯定を１，いくらか肯定を２，普通を３，どち

らかといえば否定を４，否定を５とし，これは小学校教員養成課程の学生に対

する理科教育への意識調査を行った大橋（２００６）のアンケート評価方法を参考

とした。なお，調査用紙の回収率は６６．７％（受講者８１人に対し回収５４枚）で

あった。

３．気象観測の結果と考察

３．１．受講者が作成した本校構内の気温分布図

前章で述べたように，構内の気温は移動気温観測で測定した。この移動気温

観測は移動しながら観測していくため，定時観測とは異なり同時刻に一斉に気

温を測ることはできず時間のずれを生じてしまう。このため時刻が違えば同一
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地点でも気温変化する。そこで移動気温観測では複数回（講義時間内の観測で

は最初と最後）同じ地点で観測を行い，観測開始時と観測終了時では気温の変

化を確認する。また、この測定から補正計算することで，ある時刻に一斉に気

温を測定したのと同義の補正値を求める事ができる。本講義では最初の観測地

点である地点１の観測時刻での補正気温による分布図を作成した。以後，本稿

にて単に気温分布図と記述されたものは補正気温を用いて作成した気温分布図

のことを指すこととする。

移動観測後，受講者に上記内容を簡単に説明したのち，観測に要した時間と

気温差を用いて単位時間当たりの気温変化量（�T）を，

�T＝（観測開始時の気温と観測終了時の気温差）÷（調査に要した時間）

の式で求めさせ，それを用いて補正気温を算出した。補正気温の式，

（各地点の補正気温）＝（測定気温）＋｛（各地点の観測時刻）－（地点１の時刻）｝×�T

を用いて地点２から地点１４までの補正気温を計算させた。この補正は観測開

始時刻の気温に相当するよう各地点の気温を補正したものである。この補正気

温を用いて気温分布図を作製した。

受講者が作成した気温分布図と風向風力の図を図２～図４に示す。図２は火

曜クラスのある受講者が作成した２０１２年９月１８日１７時３５分の気温分布図

で，同様に図３は木曜クラス９月２０日１７時４２分，図４は月曜クラス９月２４

日１５時４０分の気温分布図である。どのクラスの気温分布図も概ねここに紹介

するものと同様の傾向を持った分布図となるが，図２～図４は観測地点が本校

構内にまんべんなく散っていること，等温線に大きな矛盾がないこと，丁寧な

描画・色塗りをされていることから，これらを本稿における例として採用した。

気温観測を実施した９月１８日１７時３０分の気象庁発表の気温（気象

庁，２０１２a）は２５．０℃で，図２の補正気温を見てみると，最高値２６．７℃，最

低値２５．３℃であった。同様に９月２０日１７時４０分の気象庁発表の気温（気象

庁，２０１２b）は２３．５℃で，図３の最高値２４．０℃，最低値２３．０℃，９月２４日１５

時４０分の福岡管区気象台（福岡市中央区大濠）の気象庁発表の気温（気象
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庁，２０１２c）は２５．４℃で，図４の最高値２５．６℃，最低値２４．５℃であった。本

校構内は気象庁発表の気温よりも１℃以上高くなる場所があれば，１℃近く低

くなる場所があり，広くはない本校構内ながら，気温の高温域と低温域が形成

されている可能性がある。

まず，図２～図３の気温分布図をまとめて概観してみると，学術研究所と一

号館・二号館に挟まれた場所に低温域が形成されている。また，五号館前とチャ

ペル前は高温域が形成されている。これらの，構内の東西における気温差は他

の受講者が作成した気温分布図にも出現する。なお、観測器材による差異はこ

こでは無視している。

次に，図２～図３の気温分布図を個別に見てみると，図２（９月１８日）では

五号館と図書館に挟まれた場所とチャペル付近に明瞭な高温域が形成されてい

て，その中間部にあたる学術研究所と一号館・二号館に挟まれた場所ではやや

低温となる。図３（９月２０日）では，気温差が１℃と小さいが，学術研究所前

に低温域が出現しており，また五号館前と正門付近で高温域が出現する。図４

（９月２４日）も気温差が１．１℃と小さいものの，図３とほぼ同じ場所に低温域

と高温域が出現している。

以上をまとめると，本校構内の気温分布は四号館付近を境として，東側に気

温の高温域が，西側に低温域が存在している可能性が高い。なお，この東西の

気温の変化は，どの気温分布図でも概ね四号館前から図書館前の広場に至る南

北ラインを境として生じているように見える。

３．２．本校構内の小気候環境～地理情報システム（GIS）を用いて

３．２．１．GIS による気温分布図の作成方法

受講者が作成した内挿法による気温分布図が正確であるかどうかの検証と，

本校構内の小気候の特徴を明らかにする目的で，地理情報システム（Geo-

graphic Information System，以下 GISと略す）を用いた気温分布図を，受講

者が収集したデータを用いて作成した。使用した GISソフトは ESRI社 Arc-

View１０である。

まず，校舎配置図（図１）をスキャナーで３００dpiの tif形式の画像データと
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図１：西南学院大学西新校舎配置図及び写真撮影箇所（赤枠内で気象観測を行った）

図２：受講者が作成した２０１２年９月１８日１７時３５分の気温分布図と風向風力
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図３：受講者が作成した２０１２年９月２０日１７時４２分の気温分布図と風向風力

図４：受講者が作成した２０１２年９月２４日１５時４０分の気温分布図と風向風力
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図５：GIS で作成した２０１２年９月１８日１７時５０分の気温分布図（気温は図２のデータ
を使用）

図６：GIS で作成した２０１２年９月２０日１７時５９分の気温分布図（気温は図３のデータ
を使用）
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図７：GIS で作成した２０１２年９月２４日１５時５５分の気温分布図（気温は図４のデータ
を使用）

図８：西南学院大学西新校舎の空中写真
注）googlemap（http : //maps.google.co.jp/maps?hl=ja&tab=wl）より

２０１２年１１月１日に取得した
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写真２：アスマン乾湿計写真１：簡易風力計付き風向計

写真３：正門の前 写真４：三号館跡地から四・五号
館方向を望む

写真５：松林の歩道 写真６：チャペル

写真７：図書館前の広場
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してパソコンに取り込み，これに GISで緯度経度の地理情報を与えて幾何補

正を行った。次に，気温観測地点をポイント形式の shape fileで作成し，各地

点の補正気温を属性データとして入力した。最後に，補正気温が格納されたポ

イントデータを ArcView１０のエクステンションである Spatial Analysisを用い

て内挿し，ラスタ形式の気温分布図を作成した。なお，Spatial Analysisでは

様々なタイプで等値線を描くことができるが，今回は滑らかな曲線を描き，か

つ値の変化が小さい場合の利用が推奨される「スプライン法」を使用した

（ESRI，２０１２）。この方法は，指定した範囲内（今回は図１の赤枠内）で与え

られた数値をもとに機械的に予想し，内挿法とともに外挿法も用いて分布図を

描くため，受講者が作成した気温分布図と一致しない箇所も出現する。そのた

め，受講者が描く気温分布図と GISで描くそれは若干様相が異なるので，単

純な比較が不可能である。よって，本稿では前節で判明した気温の高温域と低

温域に焦点をあてて言及する。

GISで作成した気温分布図を図５～７に示す。図５は図２の観測地点と補正

気温を使用したもので，同じく図６は図３を，図７は図４のものを使用したも

のである。それぞれの図を比較してみると，いずれも気温の高温域と低温域が

ほぼ同一地点に出現していることから，受講者が内挿法で描画した気温分布図

は概ね正確であると言える。しかし，図３と図６では，図６では図書館南側で

気温の低温域が出現したり，図４と図７に関しても気温の低温域の位置が図７

で２号館の北側で出現したりしており，一致しない箇所も散見される。

３．２．２．本校構内の小気候についての一考察

本項では，理科教育研究の気象観測実習によって明らかになった本校構内の

気温差について若干の考察を行う。

都市域でのヒートアイランド現象は一般によく知られており，それについて

の既往研究は多数存在する。例えばヒートアイランド現象の既往研究をまとめ

た三上（２００６）によれば，人工排熱，都市のコンクリート・アスファルト化，

中高層建造物の密集化，緑地・水面の減少が都市のヒートアイランド現象の要

因に挙げている。また，宅地造成予定地の土地利用形態と気温との関係につい

て言及した鈴木ほか（２００９）によれば，里山や山林で低温地域が形成されてお
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り，これらが鉄筋コンクリート造の建造物に替わることで，この低温地域が蓄

熱・排熱源になる可能性を指摘している。集合住宅地において佐藤ほか

（２００５）は樹木や芝生の蒸散が冷却効果を生むことを実測することで明らかに

した。また，気温のクールスポットに関して八尋ほか（２００３）は，都市内丘陵

緑地と市街地を比較した場合，特に昼間で緑地の気温は市街地と比べて約３℃

低いことを報告している。以上を総合すると，樹木の蒸散効果は周囲の気温を

下げ，蓄熱・排熱しやすいアスファルトやコンクリートは逆に気温を上昇させ

ると考えられ，これは狭小な範囲ながらも本校構内の気温分布の特徴を説明で

きる根拠になる可能性がある。

まず，本校構内の様子を空中写真で概観してみると（図８），緑地（主とし

て松の木）は学術研究所と一号館・二号館前に密集しており，現在（２０１２年

１１月）は撤去されてしまったが，四号館と三号館をつなぐ渡り廊下付近を境

にして，東側は緑地が少なくなる。正門前から五号館にかけては多少芝生が広

がり樹木が見られるものの，アスファルトがむき出しになっている箇所の方が

目立つ。また，図書館前とチャペルの西側も緑地が少なく，正門から外に出る

とそこは交通量の多いアスファルトの道路である。空中写真では見ることがで

きないが，三号館跡地の一部は駐輪場として用いられている。

次に，学内の地表面と樹木の様子を把握するために，２０１２年１１月５日

１６：００～１６：３０に構内踏査を簡単ながら行った結果を報告する。写真の撮影

位置に関しては図１内に示す。まず，写真３は正門前であるが，緑地は少なく

アスファルトがむき出しである。また，日中門は開いているため，自動車によ

る排気ガスは構内にそのまま流入することができる。写真４は三号館跡地の駐

輪場から四号館前を撮影したものであるが，樹木は少なく，歩道のアスファル

トと駐輪場の砂利・砂が目立つ。写真５は学術研究所と一号館の間にある歩道

から東方向へ撮影したものであるが，この付近は松の木に覆われているため，

日中でも日陰となる場合が多い。写真６はチャペル前を撮影したものであるが，

入り口は大きな白いひさしが設置してあり，西側はアスファルトの道路に面し

ている。写真７は図書館前の広場であるが，地面はレンガで覆われており，樹

林はなく開けた空間となっていて，調査中は風がよく吹いていた。図書館と二
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号館は構内でも背の高い建造物であるため，いわゆるビル風が発生しやすい可

能性がある。

以上の結果と，気温分布図（図２～７）を照らし合わせて若干の考察をして

みると，構内東側とチャペル付近に出現する高温域は，アスファルトが放出す

る熱や，道路からもたらされる自動車の排気ガスが関与していて，西側に出現

する低温域は，樹木の蒸散や覆いかぶさるように発達する松の木の影が関与し

ている可能性が高い。

３．２．３．受講者による考察

本項では，気温分布図を作成した受講者が，その分布の特徴をどう捉えたか，

その一部を紹介する。まず，高温域の考察に関して木曜クラスの Aは，「学内

の一番西側と東側の気温が２４度を超えているのは，両側に道路があるためだ

と考えられる」とし，「学内の中央部から外へ気温がだんだん上がっていると

いうことは，中央部の森林を囲むように建物が建っているからである」と言及

した。また，月曜クラスの Bは，「正門の近くは交通量が多いため，排気ガス

の影響により気温が高くなっているのではないかと思う」とし，これと同様の

考察は他の受講者にも多く見られた。次に，低温域に関しては，木曜クラスの

Cは，「松があるところが（気温が）低いのは，木が日の光をさえぎっている

ためだと思う」としたが，これも同様に他の受講者の多くが言及していた。ま

た，木曜クラス Dは，「二号館と図書館の前は日ざしは良いが，風通りが良い

ため気温がそこまであがっていない」とした。その他にも，草木が気温を下げ

る，建物の影により気温が下がる，といった考察も多く見られた。これらの考

察は前項で明らかになった構内の気温変化の要因を的確に捉えることができて

いると考えられる。

以上より，構内気象観測は受講者に対して観測データに基づいて客観的に考

察しようとする科学的なものの見方を，実感を伴いつつ養成してくれる有意義

な教材であると考えられる。作図は表現力を育成し，その図から読み取れる事

実の要因を考えることは，科学的な思考力を育成してくれるだろう。２講時分

で小学校理科の気象分野についてすべてを網羅することはできないが，少なく

とも，気象を教材として，科学的な探究への興味を受講者に与えられたのでは
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ないかと考えている。

４．アンケート調査結果

４．１．「理科」に対する意識

受講者の理科に対する意識についてのアンケート結果を図９に示す。

まず，受講者の理科に対する好嫌について見てみると（図９－Q１），おもし

ろくないと否定した受講者は３人（全体の５．６％，以下より「全体の」は略す）

で，逆に肯定したものは３２人（５９．３％）と過半数以上を占め，受講者のほと

んどが文系であると考えられるにもかかわらず，理科に対して好意的な者が多

いことが分かった。しかし，理科に対して苦手意識がある者も多く（図９－

Q５），好きだから得意であると単純に結びつけることはできないだろう。さら

に，理科の指導となると消極的な者が増え傾向がみられ（図９－Q２，Q３，

図９：アンケート調査結果～「理科」に対する受講者の意識
注）横軸は回答数，縦軸は５段階評価
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Q４），理科を教えることを楽しみにしている受講者は一定数存在するものの

（図９－Q２），指導に自信がなく不安であると考えている者が多い（図９－Q３，

Q４）。そのため，教育実習では理科を教えたいかという質問（図９－Q６）では，

教えたいと肯定した者より，否定した者の方が多い。この，小学校教員志望の

受講者の理科という教科に対する好意的な感情が，そのまま授業担当の意欲に

「理科」に対す質問内容（５段階評価）
数字は５段階評価で、１：とても肯定（かなり）～３：どちらでもない～５：とても否定（ぜんぜん）

Ｑ１：理科はおもしろいとおもいますか？ １・２・３・４・５

Ｑ２：小学校で理科を教えるのは楽しみ？ １・２・３・４・５

Ｑ３：理科を教えるのは不安？ １・２・３・４・５

Ｑ４：理科の授業指導に自信がある １・２・３・４・５

Ｑ５：理科は難しい？ １・２・３・４・５

Ｑ６：理科の実験・観察が好きだ １・２・３・４・５

Ｑ７：教育実習では理科を教えたい １・２・３・４・５

理科教育研究気象分野に関する質問内容（５段階評価）
数字は５段階評価で、１：とても肯定（かなり）～３：どちらでもない～５：とても否定（ぜんぜん）

Ｑ８：難しかったですか？ １・２・３・４・５

Ｑ９：内容の難易度は適切でしたか？ １・２・３・４・５

Ｑ１０：おもしろかったですか？ １・２・３・４・５

Ｑ１１：講義の中で興味をひくものは何かありましたか？ １・２・３・４・５

Ｑ１２：実際に自分でデータ収集を行うことは有意義でしたか？ １・２・３・４・５

Ｑ１３：収集したデータを加工する作業は有意義でしたか？ １・２・３・４・５

Ｑ１４：気象観測の講義を通して科学的なものの見方が身に付いた １・２・３・４・５

Ｑ１５：気象の指導について、講義前より自信がついた １・２・３・４・５

Ｑ１６：実験・観察について、講義前より好きになった １・２・３・４・５

Ｑ１７：気象について、講義前よりもっと学びたくなった １・２・３・４・５

自由記述式の質問内容

Ｑ１８：気象の講義で、身に付いたと思う技術や知識はありますか？自由に記入してください。

Ｑ１９：気象の講義について、よかったことはありますか。自由に記入してください。

Ｑ２０：気象の講義について、改善点やよくなかったことはありますか。自由に記入してください。

Ｑ２１：気象の授業を小学校で行う際に、もっとも気をつけたいことや、力をいれたいことはありま
すか？

表１：アンケート調査項目
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結びつかないという結果は，既往研究（渡邊・飯野，２０１０）でも言及されてお

り，その原因として理科への指導に不安を抱えていることが挙げられており，

図９－Q３や Q４での結果で見られたように，本講義の受講者も既往研究と同

様な傾向にあると考えられる。また，理科への指導に不安に抱えている小学校

教員は多いことも現役小学校教員へのアンケート調査で明らかになっている

（科学技術振興機構，２００６）。特に文系の学生が多くを占める本学の小学校教員

志望の学生に対して，理科への苦手意識を取り除き，理科を自信を持って教え

られるよう我々は配慮する必要がある。ここで，理科の実験・観察が好きだ

（図９－Q７）という質問では，過半数以上の受講者が肯定的に捉えており，否

定した者は６人と全体の１１．１％にとどまっている。すなわち，本講義の受講

者は，理科が苦手で指導に不安はあるものの，理科が好きで，実験観察に対し

ても好意的であるという姿が浮かび上がってくる。以上の結果から，観察を主

体とした理科教育研究気象分野の授業は小学校志望の本学学生に対して有効で

あると考えられ，これは理科への担当意欲向上の一助となるであろう。

４．２．気象分野の講義に対する受講者の意識

理科教育研究気象分野の講義についての結果を図１０に，自由記述式の結果

を巻末資料に示す。

まず，気象分野の講義の難易度に対する受講者の評価（図１０－Q８，Q９）で

あるが，難しかったかとの質問に対しては普通との回答が約半分を占め，ほぼ

同数の否定と肯定が見られた。難易度の適切さ（図１０－Q９）に対しては，肯

定的である評価が多かった。しかし，講義内容が難しかったと評価してものが

１６人（２６．９％）と３割近くにのぼり，無視できない数値として現れた。ここ

で，自由記述式の回答（巻末資料 Q２０）を見てみると，「気温分布図をつくる

ことが難しかったので，もっとわかりやすくしてほしいです。」や「データを

加工するのがとても難しかった。」とあり，補正気温の計算や内挿法による等

温線の描画に対して難しさを感じる受講者が存在することがわかる。また，「説

明で少しわかりづらいところがあった。」ともあった。実際に観測結果をまと

める段階で，補正気温の計算や等温線の描き方への質問が相次ぎ，著者らはそ
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の対応に追われる時間帯もあった。一方で，観測器具についての使用に対して

否定的な記述は見られず，観測中も器具に対する質問はほとんど見られなかっ

たことから，観測実習に関して不自由はなかったと推測できる。以上より，理

科教育研究気象分野の講義は受講者にとって適切な難易度であったと評価でき

るが，観測結果をまとめる段階でつまずく受講者が一定数いることがわかった。

次に，講義の対する興味関心等に関する受講者の意識（図１０－Q１０，Q１１）

であるが，おもしろかったかとの質問（図１０－Q１０）に対して，過半数以上の

受講者が肯定的であったが，普通～否定と回答した受講者は２２人（４０．７％）と

図１０：アンケート調査結果～理科教育研究気象分野に関する受講者の評価
注）横軸は回答数，縦軸は５段階評価
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少なくない。興味を引くものはあったかという質問（図１０－Q１１）に対しては，

おもしろかったかとの問いに比較して，肯定的な回答が少なくなった。自由記

述式の回答（巻末資料 Q１９）を見てみると，「気象の講義について，よかった

ことはありますか」との問いに対して，「特になし」と回答した受講者が一人

ではあるが存在した。以上より，気象分野の講義は受講者にとって好意的に受

け入れられ，興味関心を引くもであったと評価できるが，授業内容に対して興

味を抱かない受講者も一定数存在することが分かった。北村ほか（２００６）は学

生自身が理科をおもしろいと感じることが，理科教育実践に対する重要な要素

であると述べていることから，今後の課題として，多くの受講者がおもしろい

と思える気象学的教材を探索する必要がある。

次に，観測・まとめの段階の受講者の意識（図１０－Q１２，Q１３）であるが，

データ収集（気象観測）に対して有意義に感じている受講者は３２人（５９．３％）

と多く（図１０－Q１２），自由記述式の回答（巻末資料 Q１９）を見ても，「風力

測定のやり方や実際に計ってみるのが楽しかった。」や「実際に自分で気温や

風向などを計測できて楽しかった。」等，気象観測に対して好意的な意見がい

くつか見られた。一方で，データ加工（補正気温計算や等温線の描画）につい

ては，有意義だと肯定した受講者が２７人（５０％）と（図１０－Q１３），データ観

測と比較して有意義だと感じた受講者が少なくなったが，自由記述式の回答

（巻末資料 Q１８，Q１９）を見てみると，「風力や気温から気温分布図を書くこと

が出来るようになった。」，「分布図の書き方がよく理解できました。」，「補正気

温の存在を知れたこと。」等，気温分布図の作成や補正気温について多くの好

意的な回答があった。以上より，気象の観測やそのデータを用いたまとめの活

動は，観測実験に対して好意的な受講者に対して有効な理科教育手段と評価で

きる。また，講義を通して科学的な見方が身に付いたかとの質問（図１０－Q１４）

に対し，３１人（５７．４％）の受講者が肯定的であり，この質問を否定した受講

者は０人であった。この，気象観測～データ加工の一連の教育活動は，受講者

に実感を伴って科学的な見方を養成したものと考えられる。

次に，気象の指導について講義前より自信がついたとの質問（図１０－Q１５）

に対しては，「理科の指導に自信がある（図９－Q４）」と比較して肯定した受
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講者が多くなった。自由記述式の回答（巻末資料 Q１８）では，「風むきや気温

の変化を学べました。気温分布図は使えそうです。」と講義を通じて学んだ内

容を利用したいとの回答も寄せられた。以上より，少なくとも気象分野の講義

を通じて，受講者はその指導に対して自信がもてるようになったと考えられる。

最後に，実験観察について講義前より好きなったとの質問（図１０－Q１６）に

対しては，２８人（５１．９％）の受講者が肯定的で，否定的な受講者は３人

（５．５％）であった。また，気象に関して，講義前より学びたくなったとの質問

（図１０－Q１７）に対しても約半数の受講者が肯定的な回答をした。この気象分

野の講義を通じて，元々理科に対して好意的な受講者達に対して，さらに理科

の指導に親しみをもってもらえたと判断できる。

５．まとめ

本稿では，理科教育研究における気象分野で作成した気温分布図を手がかり

に，受講者に科学的な思考力等を養成できたか検討し，さらにアンケート調査

を実施することで，受講者の理科に対する意識や，気象分野の講義に対する評

価等を明らかにした。その結果を以下にまとめる。

１）GISを用いて機械的に作成した気温分布図と，受講者達が手書で作成した

それとは大きな相違は見られず，また，構内の気温変化の要因を的確に捉

えていた。以上より，気象観測は受講者に対して科学的なものの見方を養

成してくれる有意義な教材であると考えられる。

２）アンケート調査の結果から，理科教育研究の受講者は理科が苦手で指導に

不安はあるものの，理科が好きで，実験観察に対しても好意的であること

が分かった。これより，観察を主体とした気象分野の授業は受講者に対し

て有効であると考えられ，理科への担当意欲向上の一助となる。

３）アンケート調査の結果から，気象分野の授業の難易度は適切であったが，計

算や等温線を描く段階でつまずく受講者もいることが分かった。また，実

際に観測データをまとめという活動を通じて，受講者は気象分野の指導に

対して自信が持てるようになった。以上より，理科教育研究の気象分野の

観測を主体とする教育実践は，理科に対して好意的な受講者に対して有効
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であったと考えられる。

もちろん，この気象観測の講義だけで受講者たちに理科を担当するための実

践力を大きく伸ばすことは難しい。本来ならば，気象の内容に関する詳しい講

義の他，教材研究，授業研究，学習者研究などを包括的に行う必要があるが，

時間的制約がありその対応は難しい。そのため，観察・実験の実施に関しては，

理科教育の講義の中で行うことが難しいことがたびたび報告されている（例え

ば渡邊ほか，２０１０）。また，福岡県の文系私大４校の小学校教員養成課程の理

科教育に関するシラバスを概観してみると，実際に野外でデータを観測し，そ

れをまとめという実践を行っている大学はなく，ほとんどが教科内容の確認と

指導要領の確認，指導案の書き方，及び模擬授業である。このような状況の中

で，本学の気象分野の授業実践は，少なくとも受講者に対して，理科教育の本

質であると考えられる「科学的な見方と探究心」を養うことになると確信して

いる。今後は，今回のアンケートによって明らかになった問題点，特に等温線

の描き方については，分かりやすく教えられるような工夫，例えば観測データ

を用いる前に，簡単な等値線を内挿法で描く練習をさせるなど検討する必要が

ある。

なお，今回のアンケート調査は，気象分野の講義終了後にのみ行ったため，

受講前・後における受講者の理科への意識の変化を詳細に捉えることができな

かった。これは今後の検討課題としたい。
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巻末資料～自由記述式の回答一覧

注）＊は原文ママを示す。

Q１８：気象の講義で、身に付いたと思う技術や知識はありますか？

自由に記入してください。

・風向などの測り方。

・風向がわかった。

・具体的にどこから風が吹いてきて，またどうしてその場所がさむいのか

あついのか考える力。

・温度計のよみかた。

・データをもとに情報化する技術。

・気温分布図の作成法。

・風向など大学生のうちは忘れないと思う。

・下がきはえんぴつで！わからないときはすぐに聞く！

・様々な機々＊の使い方を学べた。

・どんな雲がでた時は晴れとか雨とか日頃役に立つこと。

・線をひっぱたりすることで天気の特色が見えてくる。

・等高線。

・気温分布図の書き方。

・乾湿計の使い方。

・そんなに深くやてないので，「身についた」と胸をはってはいえないで

す…

・アスマン気圧計＊の使い方。

・風向。

・場所によって風の強さや向きは変わるということを学びました。

・風力などの観測の仕方が身に付いた。

・補正気温の求め方。

・補正気温。
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・天気の変化。

・気温の補正の計算の仕方。

・時間で気温がどのくらい下がっているということを体感できた。

・風力，風向の測定の仕方や知識。

・器具を実際に使ってみて初めて使う器具だったので使い方を知れて良

かったです。

・風力計算。

・風むきや気温の変化を学べました。気温分布図は使えそうです。

・風力，風向。

・（れき岩，砂岩が見分けられるようになった。）自分で計測したデータを

基に図を書くこと。

・風力や気温から気温分布図を書くことが出来るようになった。

・天気図の見方をもう１度やってみたい。

・多くの道具の細かいところまでの使用法。

Q１９：気象の講義について、よかったことはありますか。

自由に記入してください。

・用具の使い方が分かった。

・風力測定のやり方や実際に計ってみるのが楽しかった。

・様々な器具を初めて使うことが出来た。

・学校中の温度差などを知った。

・風向，風力を計るとき，きつかったけど，たのしかった。

・自らやってみること。

・実験の技術を自信をもってできるようになりました。

・実際に調査したこと。

・実際に自分で気温や風向などを計測できて楽しかった。

・器具をたくさん使った行えたこと。

・自分でデータを取り，それを使った。
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・西南の天気がわかった。

・特になし。

・気象について新しい知識が身に付いた。

・自由に観測できて楽しかったです。

・ある＊。

・風向や風力を肌で感じることができた。

・気象分布図をつくったことで，今まで遠い存在だった天気や気温にきょ

うみがもてました。

・授業の進め方がよかった。

・活動を通して等高線＊の見方がわかるようになりました。

・実際に外にでて観測できたこと。

・大学校内の気温分布が分かったことがよかったです。

・分布図の書き方がよく理解できました。

・実際に測定したこと。

・データをみて気温分布図をかけるようになったこと。

・補正気温の存在を知れたこと。

・気象をより身近に感じた。

・実際に観測する経験をすることで子どもに話すネタが増えた。

・特しゅ＊なきかいをつかえた。

・実際に外に出て観察できたところ。

・涼しいところがわかった。

・先生がおもしろくて一生懸命だった。

Q２０：気象の講義について、改善点やよくなかったことはありますか。

自由に記入してください。

・時間を守ってほしい。

・もっと見周り＊してもらいたかった。

・風がなかった。
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・ありません。

・説明で少し分かりづらいところがあった。

・特になし。

・手順をメモしとけばよかった。

・とくにないです。

・気温分布図をつくることが難しかったので，もっと分かりやすくしてほ

しいです。

・ありません。わかりやすいです。

・なし。

・もっといろいろな場所でやりたかった。

・ない。

・データを加工するのがとても難しかった。

・気象観測時間を早く済ませようと思い，少し雑になっていた（自分含め）

・特になし。

・男・女の席。

・なし。

・なし。

・うそはいけないと思います。

・特にない。

・とくにありません。

・特になし。

・風が全くないときに風力を調べたこと。

Q２１：気象の授業を小学校で行う際に、もっとも気をつけたいことや、

力をいれたいことはありますか？

・自分で事前に調査を行う。

・実際に情報収集（風力等）を行う。風力を測るのが楽しかった！

・子ども達に配るプリントに絵を沢山入れたり，メモを書く欄や考察を書
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く欄を作ったりして，一人一人が自分のプリントを作りあげれるように

したい。

・おもしろい（興味をひく）授業にしたい。

・きちんと下準備をしておくこと。

・測定などは難しいので，注意しながらみんなでできることをみんなでで

きたらいいかな，と思います。

・日常生活に関係することを使って子どもの興味をひかせる。

・気温を計る時間を朝，昼，夕方など，もっと大きくして気温の変化を実

感してもらいたい。

・興味がわくような授業したい。

・収集したデータを加工することに力を入れたい。

・風が強い所はどこか，体で感じ，なぜ寒いのか，どこから来た風か，色

んな疑問があると思うので，それに答えられるようにしたい。

・身近なものにしてほしい。

・子どもたちによりわかりやすいように説明すること。

・ある程度，子ども達に，予想させた上で，実験に入りたいです。

・星座早見板をくわしくおしえる。

・先人の言葉（「つばめが低空飛行すると雨がふる」）を科学的に説明す

る。

・たのしいってことを伝えたいです！！こんなにおもしろいのに，「キラ

イ」って言う人がいるともったいないと思うからです！いっぱい実験や

かんさつしたいです！

・実際に体験させたい。

・間違わないように正確に。

・いかにわかりやすく伝えられるかです。

・気象は毎日の生活の中でかかせない事だと思うので，生徒が日頃使える

ような教え方をしたいです。

・実際に子どもたちに測定させ，分布図まで作らせる。

・導入で上手に子どもの気持ちをつかむこと。
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・図の書き方（特に間違いやすいところがあれば）

・子どもたちの興味を引けるような授業がしたい。

・ただ暗記を求めるのではなく，理科を身近に感じ，たのしいと思える授

業ができたらいいなと思います。が，不安でいっぱいです。（自分が苦

手意識が強いため）

・差がでるようにしたほうがおもしろいと思った。

・子どもに身近だと感じさせること。
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